








要約 低身長児の GH分泌能を薬物刺激試験および自然分泌の両面から評価し、成長速度と

の関係を検討した。薬物刺激試験と自然分泌の結果を GH 分泌低下の判定の有無で比較す

ると、80%の例で判定は一致した。判定が乖離した例の半数(10%)は薬物刺激試験に低反応

で自然分泌正常、残りの半数は薬物刺激試験正常で自然分泌低下を示した。検査前 1年間

の成長速度と薬物刺激試験および自然分泌の低いものほど小さく、GH 療法開始後の成長

速度は GH 分泌能と逆相関を示した。すなわち、薬物刺激試験と自然分泌の結果が共に低

値であった患者が最もよく GH に反応し、両者の結果が乖離していたものがこれに次ぐ結

果であった。GH 療法の適応判定には薬物刺激試験と自然分泌の両者を考慮することが必

要であり、両者ともに GH 分泌能の指標と考えるべきである。


